
令和６年度島根県立青少年の家運営委員会 概要  

 

１．日時  令和７年２月１８日（火）１０時～１１時４５分 

２．場所  島根県立青少年の家 第４研修室 

３．議事  （１）施設の利用状況等について 

      （２）令和６年度主催事業の実施状況について 

      （３）令和６年度所外での体験活動の啓発実績について 

      （４）指定管理の状況について 

      （５）施設管理の状況について（指定管理者:北陽ビル管理株式会社） 

      （６）施設・設備の修繕工事等について 

      （７）青少年の家の改修工事について 

      （８）令和７年度の主催事業について 

４．主な意見等 

意見等 回 答 

利用者数の年間目標値、宿泊室の稼働率の

目標値など、設定していたのか。 

 

今年度の目標は 48,000 人と設定している。コ

ロナ禍前の令和元年度は 43,000 人であるが、な

かなか利用者数が戻らない状況。来年度から始ま

る新たな島根創生計画の中で令和７年度以降の

目標値を設定する。 

宿泊室の稼働率は、部屋の定員と団体の意向人

数との兼ね合い等で、設定するのは難しい。 

コロナ禍前に実施していた店舗やイベン

ト等への出展を、継続しているのか。 

今年度は諸事情により出展していないが、来年

度は改修工事の期間を利用して、積極的に出かけ

ていく予定にしている。 

サン・レイクは出雲市に立地しているが、

出雲市内の小学校は江津少年自然の家を利

用している。施設の良さが伝わっていないの

ではないかと思う。ＰＴＡ連合会等と連携し

てもいいのではないか。 

養護学校はスクールバスを持っているの

で利用しやすいのではないか。特に小学部、

中学部は良い体験活動ができると思う。 

高校は生徒数が減少してきており、以前は

宿泊定員の関係でサン・レイクを利用できな 

かった学校でも利用できる規模になってい

るので、ＰＲしてはどうか。 

１年前から予約ができるため、学校は宿泊研修

が終わると次年度の予約をするというようなサ

イクルなのではないかと考えている。ＰＴＡ連合

会には、出雲市へ今年度はでかけたところ。 

養護学校の利用は、今年度は多くない。 

今後、校長会などに出席してＰＲしていきた

い。 



意見・要望等 回 答 

学校団体の利用者数がコロナ禍前に比べ

戻っていない。学校は年間計画が早い時期に

決定しているため、次年度ではなく、その次

の年に向けて案内をするなど、早めの案内が

必要。 

小学校は戻りつつあるが、中学校、高校、大学、

各種学校が戻っていない状況。 

昨年度の運営委員会でいただいた意見を取り

入れ、ホームページに利用された方の声を紹介し

ている。学校の計画策定等のタイミングを見なが

らＰＲしていきたい。 

施設が老朽化しているようだが、予算はつ

いているのか。事故が起きてしまうと取り返

しがつかないので必要な修繕は実施して欲

しい。 

県全体の施設の中で、優先順位をつけながら修

繕を実施しているが、予算の関係で対象とならな

い部分もある。危険箇所や、利用に支障が出るよ

うなものは、その都度予算を要求し、緊急修繕を

しながら対応している。 

保育所の利用状況はどうか。 

 

 

２月、３月は保育所、幼稚園の利用が非常に多

い。閑散期はサン・レイクのバスで送迎をおこな

っているため、それも要因ではないかと思う。 

 米、食材等が高騰しているが、影響はでて

いるか。 

 

 

出来るだけ地産地消ということで地元のもの

を使用しているが、かなり厳しい状況のため、令

和８年度に向けて値上げを検討している。豪華に

するわけではなく現状維持できるようにしたい。 

不明確な要素もあるため、しっかりと見定めな

がら検討したい。 

 稼働率の偏り、例えば曜日、月による繁忙・

閑散により困っていることがあるのか。現状

と、今後予定していることが何かあるのか。 

 

 曜日による繁閑の差はあまりない。宿泊だと１

年前から予約できるため、その合間を縫って次の

予約が入ってくる。 

 湖面活動を実施しない冬季は利用者が少ない

が、その間を利用して次年度の準備等を行ってい

る。 

 また、閑散期にはバスでの送迎をするなどして

いる。 

 社会教育施設ではあるが、子ども食堂のよ

うな事を実施する可能性はあるか。 

 

 食事をボランティアで提供するのは厳しいが、

可能な範囲で協力したい。 

  



意見・要望等 回 答 

コミセンでは学校が早く終わる日に「子ど

もの居場所づくり」を実施している。工事期

間中に実施する出張支援を利用したい。 

また、文化祭への出展も希望したいが、す

でにサン・レイクは事業の予定が入ってい

る。 

Ｒ７年度の改修工事期間中は、出かけて行

って施設の良さを多くの人に知ってもらい、

その後の利用に繋がるよう頑張ってほしい 

 是非、利用していただきたい。 

 主催事業等が入っている場合でも、職員体制に

余裕があれば出かけていけるので、ご相談いただ

きたい。来年度、出張支援などにしっかりと取り

組んでいきたい。 

共働き世帯が増え親に余裕がなくなって

いる状況で、サン・レイクの役割は大きいと

思う。 

利用者が口コミで次の利用者へと繋がる

ように連鎖していくといい。 

 家族を対象とした主催事業では、普段、体験活

動の時間が取れないためとても良かったとの感

想が寄せられている。施設の役割、事業をＰＲし

ていきたい。 

 


